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	スライド番号 1
	食品の安全性は「量」の考え方を基本に、科学的な評価と行政による管理の仕組みによって確保されています。
	食品の安全性を守るため、食品安全委員会では科学的知見に基づくリスク評価が行われています。このような仕組みを知り、食の安全について理解を深めることが大切です。

